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ことで、構造的な振動伝達の低減を図った。また、音響解析を活
用した排気構造の最適化を行い、排気管長の見直しとレゾネー
ターを追加し排気システムを刷新させた（図12）。特に巡航域
において現行モデル比で大幅な騒音低減を達成した。以上に
より、フラッグシップモデルにふさわしい高い静粛性を実現す
ることができた。

図11　ジェットポンプのラバーマウント構造
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図12　新排気システム
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3-5. 運動性能
　本モデルは、現行機種「275SD」と比較して全長は約440mm

（5％）の増加にとどまるが、乾燥重量は約650kg（25％）増加し
ており、搭載エンジンは同一であることから、加速性能および最
高速力の低下が課題とされた。
　これに対し、ウォータージェット推進の効率を最大限に引き
出すため、船体のジェットダクト周辺の流体解析を実施し、ダク
ト形状およびインペラを最適化した結果、ダクト内の圧力損失
が現行モデルに対し50％低減させることができた（図13）。こ
れにより、同一エンジン出力でありながら、艇体サイズの拡大に
よる最高速力の低下を最小限に抑え、プレミアムモデルにふさ
わしい加速性能（図14）を実現することができた。

3-6. 「HELM MASTER EX」の搭載
　離着岸は、ボート操船の中でも最も難易度の高い操作であり、
テクノロジーによる革新が求められている。当社も操船アシスト
システムの開発に注力しており、2023年には「DRIVE X」[1]、
2024年には「HELM MASTER EX」[2]（以下、「HM EX」）を開
発し、離着岸性および低速操船性を大幅に向上させた。本モデ
ルでは「HM EX」を搭載することで、JOYSTICK による直感的な
操作性を実現した（図15、図16）。

図13　ダクト流体解析
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図14　加速性能
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図15　「HELM MASTER EX」の JOYSTICK
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　検討にあたっては、2機掛けのエンジン間距離（以下、エンジ
ンピッチ）がポイントとなった。着岸性能の主要因である横移動
速度を最大化するには、エンジンピッチを大きくする必要があ
る。しかし、船底形状が V 字であるため、エンジンピッチを大き
くし過ぎるとデッキレイアウトの自由度が制限され、居住性や
収納スペースを犠牲にしてしまう。そこでプロトタイプ艇を用い
て検証を行ったところ、エンジンピッチを25ft モデルと同じ
600mm としても制御のパラメーター調整で十分な横移動性
能を確保できることが確認された。それにより、デッキレイアウ
ト自由度を犠牲にすることなく、高い離着岸性と低速操船性を
実現することができた。

3-7. ウェイクシステムの進化
　ウェイクサーフィンは、1990年代後半から2000年代にかけ
てアメリカで本格的に普及したスポーツであり、ボートがつくる
波（ウェイク）を利用してサーフボードで波乗りを楽しむものス
ポーツである。当社のラインナップでは25ft および22ft モデル
にウェイクシステムを搭載しており、以下のコンポーネントで構
成されている（表3）。

　アメリカでは、ウェイクサーフィンに特化した高価格帯のボー
トも多数存在しており、本モデルにもウェイクシステムを搭載す
ることが企画要求としてあげられた。
　開発にあたっては、形成されるウェイクの評価指標（高さ、角
度、パワーなど）を定めた上で、想定するユーザーにとって理想
的なウェイクを定義した。その上で、各種コンポーネントの詳細
検討を行った。具体的には、エンジンルーム内に最大限に搭載
可能なバラストバッグ量（約300kg）、電動ウェイクブースター

（図17）のフラップの形状と取付け角度を最適化、スピードコン
トロールシステムのチューニングを実施した。
　これらをプロジェクト序盤から前倒しで進めたことで、各コン
ポーネントを高い完成度で作り込むことができた（図18）。その
結果、目標である「初心者、中級者に適したウェイク」を実現す
ることができ、より充実したマリンアクティビティ体験を可能とし
た。

前進/後進移動 横移動 旋回

前進/後進移動 横移動 旋回

図16　「HM EX」の操船イメージ

表3　ウェイクシステム構成

名称 機能

バラストシステム
船内のセンターと左右舷後方に標準搭載
しているバラストバッグに水を注入するこ
とで大きなウェイクを発生させる

電動ウェイクブースター 船尾に取り付け、ウェイクの形を整える

スピードコントロール
一定のスピードで航走することでウェイク
形状を安定させる

図17　電動ウェイクブースター

フラップ

図18　ウェイクイメージ
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4 		 おわりにおわりに

　「295XD」は、企画コンセプトを刷新し、開発を一から見直す
ことで、当社 SB の象徴的存在、“Halo of YAMAHA” にふさわ
しい艇に仕上がった。今後も、さらなる進化と改良に取り組み、
先進的なモノづくりを通じて、お客さまに魅力ある商品を提供
し続けていく。
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